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◆目的

「情けは人のためならず」という言葉にあるように、人の社会では、他者に親切にすると、将来、自分も
他者から助けられるという仕組みが働いています。この仕組みを間接互恵性と言います。間接互恵性
が成立するためには、各個人が、不親切な人よりも親切な人に対して、親切にするという傾向を持って
いる必要があります。本研究では、幼児を対象として、親切な人を好む傾向や、親切な人に対してより
親切にする傾向の発達について調べました。

◆方法

幼稚園に通う４～６歳児を対象に、個別調査を実施しました。参加児ははじめに「親切な人」と「不親切
な人」が登場する映像を見ました。その後、①それぞれの人に対して自分が持つ１０枚のシールのうち
何枚を分けてあげるか、②「親切な人」と「不親切な人」のどちらが好きか、について回答しました。

◆結果

①シールを何枚分けてあげるかについては、相手が「親切な人」か「不親切な人」かによる違いはみら
れませんでした。他方、②好みについては、多くの参加児において、「親切な人」を好む傾向がみられ
ました。また、シールの分配と好みとの間の関連がみられませんでした。
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• 本研究の結果から、幼児が「不親切な他者」よりも「親切な他者」を好む傾向を持っていることがわか
ります。このことから、幼児同士の関係においても、親切な子どもが他の子からより好かれるというこ
とが起こっている可能性があると考えられます。この点について、さらに検討を重ねていくことで、幼
児の仲間関係についてのより深い理解と、それに根ざした人間関係の指導につながると考えていま
す。

• 今後、調査対象を小学生児童まで広げるなど、さらに研究を続けていくことで、人と人とが互いに助
け合うという仕組みが、子ども同士の間でどのように成立していくのかを明らかにしていくことにつな
がると考えています。
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